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職場の人間関係に
向き合っていくために

　世界約 50 の国と地域で実施している、国際比較調査グル
ープ（ISSP ※ ) の「仕事と生活」調査（2015 年）の結果に
よると、日本の職場において人間関係が上手くいっているか
どうかを尋ねる項目では、「同僚同士」は 64％、「経営者と
従業員」は 50％が「非常に良い」「まあ良い」と感じている
ことがわかりました。公式に世界ランキングが示されてはい
ませんが、調査国中最低レベルにあると推測されます。弊社
が行う福祉・医療現場の職員を対象としたアンケート調査で
も、職場環境で改善する必要があるものとして「人間関係」は、

「処遇」と並び常に上位にランクインしています。経済情勢
の変化や働くことへの意識の変容、人材不足などを背景に、
職場で良好な人間関係をつくることが難しくなっていること
がうかがえます。

＊　＊　＊　＊　＊

　どんな職業であっても、人とコミュニケーションを図るこ
となく仕事をすることはできません。しかし、人と接するな
かで衝突やすれ違いが増えてくると、どうしても違和感や嫌
悪感が先に立ってしまいます。そうなると人間関係がぎくし
ゃくするばかりか、自分自身も仕事がのびのびとできなくな
り、毎日の生活に苦痛を感じるようになってしまいます。
　友人など職場外の人間関係であれば一定の距離を置くなど
の方法もとれますが、職場のなかでそんなことをしてしまえ
ば、ますます仕事に支障が出てしまいます。まして福祉・医
療の現場であれば、サービスの質の低下を招くばかりでなく、
利用者（患者）の生活や命に直接影響を与えてしまうという
ことも考えられます。それは絶対にあってはならないことで
す。

＊　＊　＊　＊　＊

　そうならないためにも、コミュニケーションの図り方を工
夫していく必要があります。ただ、意識するあまり、無理をし
て相手に合わせているばかりでは、自分自身が疲れ果ててし
まい、辛い思いをするだけになってしまうということもあり
ます。そうなると当然、相手もよい気持ちになるわけがあり
ません。
　互いに良好な人間関係を築くためのコミュニケーションを
実現するためには、職場における人間関係の特徴を理解する
とともに、個々の職員が望ましいと感じる対応を考え、実践
していくことが近道といえます。

　対応を考える一つの方法として、1968 年に米国の産業心
理学者であるデイビット・メリル氏とロジャー・レイド氏が
提唱した「ソーシャルスタイル理論」をご紹介します。
　この理論は、人は「感情表現」と「自己主張」の強弱によ
り大きく 4 つのスタイルに分類され、それぞれの特徴などを
踏まえることで、効果的なコミュニケーションを図っていく
というものです（図）。

　すべての人が４つのスタイルに整理できるものではありま
せんし、複数の要素を伴っている場合もありますが、大まか
なスタイルを知るというところに活用のヒントがあります。
　スタイルを知ることは相手の特徴だけでなく、自分自身の
特徴を知ることにもつながります。相手と共通するところや
違うところを知ると同時に、お互いのよい特徴を活かしあう
ためには、どのような声掛けやかかわり方をすればよいかを
考えるきっかけになります。

＊　＊　＊　＊　＊

　次回から１年にわたり、福祉・医療の現場でありがちな事
例をご紹介しながら、４つのスタイルの特徴とコミュニケー
ションを図る際の工夫についてご紹介していきます。
　職場の中のさまざまな人間関係に、コミュニケーションを
通じてどのように向き合っていくか、事例を通じて考えてい
きましょう。
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図　ソーシャルスタイルの４分類
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エミアブル（調停役）
協調性を大事にし全体の調和を
上手くとることができるが、周
囲の気持ちに敏感なため心配性。
感情を表に出し、話すよりも聞
くことの方が多い。

アナリティカル（理論派）
分析を重視し、事前準備を怠ら
ない。独自の見解があり、納得
できないと前に進まない。感情
は表に出さず、話すより聞くこ
との方が多い。

エクスプレッシブ（社交派）
チャレンジ精神旺盛で、注目さ
れることを好む。感情を表に出
し、表情豊かに自分の意見を主
張することができる。ノリや感
覚を大事にする。

ドライビング（現実派）
目的志向で合理的に物事を進め
る。リーダー気質で、指示命令
など一方的なコミュニケーショ
ンを好む。感情は表に出さず、
淡々と意見を述べることが多い。
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